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衆
議
院
議
員
尾
辻󠄀
か
な
子
君
提
出
同
性
婚
に
関
す
る
違
憲
判
決
後
の
法
務
省
の
対
応
方
針
及
び
過
去
の
民
法
違
憲
判
決
に
お

け
る
検
討
・
審
議
期
間
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
尾
辻󠄀
か
な
子
君
提
出
同
性
婚
に
関
す
る
違
憲
判
決
後
の
法
務
省
の
対
応
方
針
及
び
過
去
の
民
法
違
憲
判
決

に
お
け
る
検
討
・
審
議
期
間
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
民
法
の
規
定
に
対
し
て
違
憲
判
決
が
出
さ
れ
た
事
例
（
例
：
民
法
七
百
三
十
三
条
、
民
法
七
百
二
十
四
条
後

段
等
）
」
及
び
「
審
議
期
間
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年
九
月
四

日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
決
定
（
以
下
「
平
成
二
十
五
年
最
高
裁
決
定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
百
条
第
四

号
た
だ
し
書
の
規
定
の
う
ち
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
を
嫡
出
で
あ
る
子
の
相
続
分
の
二
分
の
一
と
す
る
部
分
に
つ
い
て
、

「
憲
法
十
四
条
一
項
に
違
反
し
て
い
た
」
と
判
示
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決

（
以
下
「
平
成
二
十
七
年
最
高
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
七
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
第
七
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
う
ち
女
性
に
つ
い
て
百
日
を
超
え
て
再
婚
禁
止

期
間
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
、
「
憲
法
十
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
二
十
四
条
二
項
に
も
違
反
す
る
に
至

っ
て
い
た
」
と
判
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
五
年
最
高
裁
決
定
を
受
け
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
に
、
嫡
出
で



 

２ 

 

な
い
子
と
嫡
出
で
あ
る
子
の
相
続
分
を
同
等
と
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
百
八
十
五

回
国
会
に
提
出
し
、
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
最
高
裁
判
決
を
受
け
、
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日
に
、
女
性
の
再
婚
禁
止
期
間

を
六
箇
月
か
ら
百
日
に
短
縮
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
百
九
十
回
国
会
に
提
出
し

た
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
法
務
省
が
判
決
を
受
け
て
実
施
し
た
検
討
会
議
、
審
議
会
、
関
係
省
庁
と
の
協
議
等
」
の
具
体
的
に
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
五
年
最
高
裁
決
定
及
び
平
成
二
十

七
年
最
高
裁
判
決
の
後
に
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
民
法
の
各
改
正
に
つ
い
て
、
法
制
審
議
会
へ
の
諮
問
は
さ
れ
て
い
な

い
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


